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 Most of the polysemous sentences in English, which are attributable to non-structural differences, can 

be given a principled explanation by the bundling theory introduced and discussed in  Ishii  (2012a,b) and 

Ishii (2013). Though the bundlers and bundlees used to explain these sentences were all NPs, this paper 

aims to expand the previously proposed bundling theory so that AP-related bundlers and bundlees can 

be used to explain non-structural polysemous sentences and other types of bundling elements to explain 

structural polysemy. In the process of the development of a more generalized, comprehensive bundling 

theory, I will introduce the notion of promoters for polysemy, through which dual meanings of articles 

can be explained. Finally, I will present the system for estimating the total amount of polysemy derived 

from a newly proposed extended theory of promotion bundling (PB Theory, also named the Revised 

Extended Bundling Theory).

0.は じめに

　仏教 に因縁果報 とい う考え方がある。例え

ば、豆が芽 を出す現象 は、適度 な水 と太陽の

光、土の養分が必要である。水や光や養分は

「縁」として豆の生育に大きな役割を果たす。

　しかし、豆そのものが死滅 していたら、芽を

出さない。つまり、ある条件(一 「縁」)さ え整

えば、必ず結果を もたらす第1原 因が存在す

る。これを 「因」と言 う。

　「因」は潜在的な原因で、「縁」は表出した原

因であると言 うこともできる。

　因 と縁が合わさると、結果、すなわち 「果」

が生 じる。そして、最終的には、多 くの豆が育

ち、何 らかの役に立つ、これを 「報」 と呼ぶ。

「果」は潜在的な結果で、「報」は表出した結果

と言えよう。注1

　〈因縁果報〉を図式化すると、次のようにな

る。掛け算の記号 を使用 したのは、縁がなかっ

たら果は出ないし、果がなかったら報 も表面化

しないので、因縁 と果報はそれぞれ不可分の関

係になると思われるからである。

　　 (1)　因×縁⇒果×報

　 この因縁果報の発想が、言葉の曖昧性にも言

えるのではないかというのが、本稿の出発点で

ある。

　つまり、曖昧性の世界 も次のように図式化 し

てよいのではないかと思われる。

　　 (2)　言葉の本質×曖昧性促進原因

　　　　 ⇒潜在的曖昧性×表出的曖昧性注2

　本稿は、石井(2013)を 更に一般化 したもので、

その理念 は、(2)を 曖昧性の視点から、一歩進

んで具体化した(3)の考え方を根幹に持つ。

　　 (3)　一束ね」の因縁果報論

　　　　 束ね傾向〉<束ね促進子

　　　　 ⇒潜伏多義性×表出多義性

　 (3)の 「束ね傾向」 とは、任意の要素が、ほ

かの要素 を束ねる傾向を言い、言語には本質的

に備わった性質であると、本稿では考える。




























